
平成 22 年 7 月 8 日（木） 晴れ     

■ニコニコ BOX 
２５名      40,000 円 
累 計    115,000 円 
目標額    130 万円 
達成率     8.8％ 

■今週のことば 

先日は、思いかけない感謝状

ありがとうございました。 

尾上正弘  

■出席報告 
会 員 数   34 名 
出席対象   34 名 
出席者数   25 名 
出 席 率   73.5％ 
前回修正   91.1％ 

■ 次回のプログラム 

7 月 22 日 

国際奉仕関係 

SUWAKO ROTARY CLUB WEEKLY   NO.1184 

第 118４ 回例会報告 

会長挨拶 
会長 長崎政直 

チャレンジ・グラント ロータリー財団 

 ２００８－２００９年度から「チャレンジ・グラントの募金」

が始まって、毎年、１会員￥２０００．が予算の中から拠

出されることになっています。 

  これはどういう募金かともうしますと、ポリオ撲滅のた

めに、ゲイツ財団との協働の事業で、１億ドルを使おうと

いうものです。２００９－２０１０年度に、更に１億ドルが上

乗せになり、２億ドルのチャレンジグラントになりました。 

 熊平製作所から時々いただいている、抜粋のつづり

に、ゲイツ財団について、筑波大学、名誉教授の村上

和夫さんが書いています。 

 この「ビルとメリンダ（ビルの奥さん）ゲイツ財団」です

が、２００７年に、地球上で１億３千万人の子供が生ま

れ、そのうち、１千万人の子供が亡くなっている。そのほ

とんどが、世界の貧しい国の恵まれない子供達だ。その

子供達を対象に、ゲイツ氏の個人資産のほとんどであ

る５兆円を原資に設立され、「全ての命は平等の価値を

持つ」という根本理念に基づいて、「子供の死亡をゼロ

にすること」を目標に掲げて、新しい方法で病気の診

断、治療、予防を行い、人々の命を救う活動をはじめて

います。 

 ロータリーの「チャレンジグラント」もその一環と言うこと

になると思います。 

 ゲイツ氏は、一見相反するように見える IT ビジネスと

慈善事業を、明確なビジョンと希望を持ち、しかも楽し

みながらやっている。そして、その根底には「他を助け

ることは、人間の本性だからだ」という哲学があると村上

さんは言っています。 

 さらに「この大自然の偉大な働き（サムシング・グレー

ト）に感謝して、日本人は古来より「お陰様」「有り難い」

「もったいない」「いただきます」という言葉で表現して

きた。 

 日本人自身がまず、金や物などに重きを置く現在の

価値観を見直し、目に見えないもの、心、命、魂、サ

ムシング・グレートなどに対する価値観を取り戻すこと

が必要である。それには、そのための教育が大切で

ある。 

 世界で困っている人、恵まれない人に自分のできる

範囲で手をさしのべようではないか。他の人々に役立

つ喜びは、人間の本性に含まれており、心躍る経験

である。 

 私たちのロータリーの精神も、このようなものであると

思います。そして、諏訪湖ロータリークラブも、４兆円

には遥か遠く及ばないけれど、ささやかでも、そうした

奉仕を続けて行きたいものだと思っています。 

◇幹事報告◇ 
1. 以下の文書を受領いたしました。 

① 富士見ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会報誌 

② 諏訪ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会報誌・事業計画書 

③ 諏訪大社ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会報誌・事業計画書兼

事業報告書 

④ 諏訪の長い夜（7/30～7/31）実行委員会より

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄと招待ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄをいただきました 

2. 会員へ下記の文書を配布致しました 

① 第 26期年会費振込み用紙 



■ちょっと一休み 

お客様の藤井さん 

御柱の時に撮影した写 

真が、地元の写真クラブ 

のコンテストで、３席に入 

られたと披露していただ 

きました。 

迫力満点の木落としです 
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上半期会費 10 万 5千円を早急にお振込み下

さい。 

3. 連絡事項 

① 7/11(日)朝 7 時の諏訪湖湖岸清掃はバーベ

キュー大会とします。 

焼く具材のある方はお持ち下さい。 

② 新会員望月勉君の挨拶を後ほど頂きます。 

③ 入会を承認されている高木さんの入会式は

7/15 に行います。 

④ 小松孝弘君は人権擁護に係わる公務により

本日は欠席です。 

ウィークリーの製作について 
紙面の体裁は、本日お配りした見本のようにしたい

思います。 

基本構成は「会長挨 

拶」「幹事報告」「例会報 

告」「その他」とします。 

作成側の負担を軽減す 

るために、原稿は E メ 

ールで送ることを原則と 

します。特に「会長挨拶」「幹事報告」は、必ず E ﾒｰﾙ

でお願いします。 

「例会報告」は、例会の内容をなるべく簡潔に報告

します。場合によっては２０文字から１００文字程度でも

かまいません。（従来のウイクリ―で言えば１行から５

行くらい）。ただしデータで提出されたものであれば、

編集の手間がありませんので長くても結構です。 

外部講師を招いたとき、講師から原稿を提出いた

だいた場合はこの限りではありません。文の長短を問

わず、手書き、メールの別も問いません。失礼のない

ようにお願いいたします。 

委員会報告、会員雑感なども随時募集しますの

で、おおいにご利用ください。裏面１面を行事の PR な

どにもご利用いただけます。 

写真は、広報員会で撮影し、必要なものを適宜記

載します。また写真は、１枚ずつのプリントはせず、イ

ンデックスで保存し経費を節約します。その上、年に３

～４回インデックスを回覧の上注文を取ります。この

時、写真を市価より高く設定し、差額をニコ BOX に入

れます。 

原稿締め切りは月曜日午後５時までとしますので厳

守してください。請求は担当のクラブ会報委員が厳

しく行いますのでご承知置きください。 

ウィクリ―はその週に、オールカラーでホームペ

ージに記載しますが、会員には今後も紙ベースの

ウィークリーの配布（白黒）を原則とします。 

 

第 1回諏訪湖清掃活動 

ご参加ありがとうございました。 

社会奉仕委員会 委員長 森山広 

7 月 11 日（日）午前 7 時より、諏訪湖ＲＣ第 1 回

諏訪湖清掃活動（下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡

協議会・諏訪湖アダプトプログラムへの協力事業）

が開催されました。 

当日の天候は梅雨の合間の曇り空ではありまし

たが、下諏訪博物館・みずべ公園を中心に多くの

協力団体が参加し事業が行なわれました。当クラブ

も長崎酒店前に２５名の会員、お孫さん、奥様方に

ご参加を頂き、指定区域のゴミ清掃を行ないまし

た。諏訪湖上には菱の草が湖面いっぱいに広が

り、湖岸はヨシの大群がしげっていたため岸には目

立った沢山のゴミもなかったものの、会員の皆様に

は 30 分ほど汗を流して頂きました。また、終了後に

は渡邊前年度ガバナー補佐からのご提案を頂き、

会員家族交流をするバーベキューを行ない、本年

度の長崎会長の指針にもあるように活発な活動の

中での会員の親睦ができました。 

参加して頂いた皆様からは、自家農園で栽培し

た新鮮な野菜やジャガイモやトマトなど余るほどい

ただき、鮎の焼き物も焼肉もご提供いただきまし

た。（食べ切れなかった食材は各会員にお分けし

家で美味しく頂きました）。また、赤羽国際奉仕委

員長にご協力いただき、ブラジルの焼肉を人まで

派遣を頂き、ブラジル風味を楽しみました。 

ほんの朝のひと時ではありましたが、多くの会員・

ご家族の参加を頂き、皆様のあたたかいお気持ち

の持ち寄りで親睦バーベキューと事業を行なう事が

できました。 

本当に多くの皆様にご協力いただきありがとうご

ざいました。 

また、不手際もあったり、最後に長崎会長の挨拶

を頂かなかったりしましたが、次回8月８日（日）にも

クリーンフェスティバル参加事業がありますのでそ

の際はまたお願いする事になると思いますが、宜し

くお願い致します。また、今回ご都合で参加できな

かった会員の皆様もご参加お待ちしております。 

 
楽しい写真をホームページでご覧下さい 

//www.suwakorc.net 
 


